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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。
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　令和７年12月、宝くじの社会貢献事業に占冠消防団の事業
が採択され、助成金を活用して急流救助資器材（ドライスーツ、
ヘルメット、救命胴衣、警笛、ロープバッグ）を整備しました。
　この事業は、宝くじの受託事業収入を財源として実施される
「コミュニティ助成事業」であり、地域のコミュニティ活動の
充実・強化を図るとともに、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に寄与することを目的としています。
　ラフティングや釣りで人気の鵡川ですが、過去には痛ましい
事故も発生しています。河川はプールと異なり流れがあるた
め、救助活動には専用の資器材が必要です。これまでは十分な
装備がなく、活動が困難な状況にありましたが、今回の整備に
より、活動中の安全性を高めつつ、迅速な対応が可能となりま
した。
　今後は、整備した資器材の取り扱い訓練や実践的な訓練を重
ね、水難事故が発生した際に迅速かつ的確な救助が行えるよう
努めてまいります。また、今回整備した資器材を長く大切に活
用し、地域の安心・安全の確保に役立てていきます。

ヘルメットヘルメット

ロープバッグロープバッグ

救命胴衣救命胴衣

ドライスーツドライスーツ

警笛警笛

問　建設課環境衛生担当　☎　56‐2173

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119
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　近年、リチウムイオン電池が原因の火災が頻発
しています。
　リチウムイオン電池には、過度な力が加わると
発熱・発火する特性があり、埋立ごみ等と混ぜて
捨てられてしまうと火災を引き起こす可能性があるため危険です。
　捨てる場合は、役場環境衛生担当窓口または電池回収ボックス、
もしくはトマム支所窓口にご持参ください。

ごみ収集車でも啓発活動ごみ収集車でも啓発活動

を実施しています‼️を実施しています‼️

・モバイルバッテリー
・加熱式たばこ
・ワイヤレスイヤホン
・ハンディ扇風機
・コードレス掃除機
・電動歯ブラシ

～ 製品例 ～～ 製品例 ～

リチウムイオン電池の処分は適正に！

占冠村・富良野消防署占冠支署からのお願い

中　央 占　冠 双珠別 トマム 出　生 死　亡 転　入 転　出
597人 65人 37人 698人 0人 1人 175人 35人

■人口・世帯数（11月末住民基本台帳登録数）
人口 男 女 世帯数
1,397人（+139）719人（+80）678人（+59）1,010（+144）
  《うち外国人の人数　415人》　
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